
11 月 26 日（土）            桃林 

花桃を愛する市民が集まって「花桃剪定の集い」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

11 月 19 日（土）  北エリアの雑木林・管理棟 

落ち葉でアート！ 秋の野遊び会 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
講師／石神明治先生、金子典子先生 
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◆ 古河総合公園 花ファイル NO.57◆ 

 
●コブシ● 

［科名］モクレン科、落葉高木 
［樹高］５～18ｍ程 
［ 花 ］直径 6～10cm 程の白い花 
［花期］３～５月 
園内の遊具広場の脇にあるコブシは、毎年、

花桃（矢口）と満開が重なり、多くのカメラ

マンの人気の的となる。 
冬の間、コブシの芽は、ふかふかの銀色の

毛に包まれながら春を待つ。近くに行ったら、

観察してみましょう。 

花桃剪定の集い 
改良した 
散歩道 

秋の野遊び会 
ﾘｰｽづくり会 

６人の市民が呼びかけに集まって下さいました。「普段や

ったことないんですけど」という方も、いらっしゃいまし

た。こういった一人一人の思いが、素敵な古河総合公園づ

くりを支えているんでしょうね。 

総合公園の緑地管理をしているシルバーさん６人が、剪定

はしごの据え付けの仕方や、ハサミの入れ方などを技術指

導しました。 

主催／都市整備課・（財）古河市民公社 

黄色や赤色に染まった落ち葉、ドングリなどを拾い集めて、

雪の結晶にちなんだ正六角形のボードに張り付けて、遊び

ました。「雪華図説」にちなんだ「雪葉図説」づくり。参加

は、10名。 

今回は、ボードの背景を黒色にしました。赤や黄の葉が良

く、映えます。参加者の声「きれいで楽しかった」「今年は

紅葉がおそいみたいね」「どんぐりをたくさんひろえてう

れしかった」などなど。 

冬芽 

フジのツルを
とる 

コ ブ シ の
大木 



12 月３日（土）   公方様の森など・管理棟 
自然の材料を集めて、リースづくり 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  11 月下旬           北エリア外周 

枯れ木を倒して、明るい散歩道に改修 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  11 月 23 日（水）      
環境教育の場として古河総合公園を考える 

埼玉大学教育学部助教授の安藤聡彦先生が、学生

を率いて公園を視察にいらっしゃいました。 
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太字斜体：今年の予定  ：花の開花、   ：花の見頃（1999～2005 年の記録から） ×：管理棟休館 
※１：リサイクル友好会 0280-62-2738  

公方様の森では、幹や枝に

からみついているフジのツ

ルを集めました。寒い日でし

たが、体を動かしているので

うっすら額に汗をかいて、ポ

ッカポカ！ 

  
ちなみに、今回集まった材

料は、スギの葉、ヒバの葉、

ヒイラギナンテンの葉、モチ

ノキの実、ピラカンサの実、

アカマツとクロマツのマツ

ボックリ、大賀ハスの果托な

ど。 

みなさん思い思いのリースを作りました。参加者の声「お正

月バージョンも作ってみようかしら」「今度は、自分でもで

きそうだわ」「ツルをとるところが楽しかった」等など。参

加 31 名。          主催／（財）古河市民公社 

一番右が安藤先生。専攻は生涯学習課程社会教育コース。 

安藤先生のご感想 
 美しい木々の姿が目をひきました。それは、背の高い柳

の木であったり、赤い葉をいっぱいにつけたモミジであっ

たり、立派な榎木であったりと様々でしたが、思わず話し

かけてみたくなるような、あるいはずっと眺めていたくな

るような、そんな木々の風情でした。 

 それから、何と言っても御所沼をめぐる風景は、心に残

るものでした。相ノ谷橋からの眺めもすてきでしたが、反

対側の岸辺にある展望橋の上から眺めた風景には本当に

息を飲みました。思わず「日本風ピクチャレスク」という

言葉が浮かびました。どこまでも日本の伝統的農村風景の

ようでありながら、いっぽうでどこか西欧の風景式庭園を

思わせるそのたたずまい・・・文字通り圧巻でした。 

 風景だけでもこんなステキな場所であるところに、パー

クマスターがいることは、さらにその魅力を多様化し、高

めるうえで、かけがえのないことだなと、お話をお伺いし

て実感しました。 

 ぼくは「環境教育資源としての公園」ということを考え

てみたいと思い、この日学生たちとともにこちらに来させ

ていただきました。いっぺんに虜になりました。人と自然

とが関係を結び直し、人と人とが豊かな出会いを重ねてい

くという大事な課題にとって、公園が持つ可能性につい

て、これからもこちらで多くのことを学ばせていただきた

いと願っています。 

春には、花桃の美

しい並木道。これ

まで、うっそうと

していましたが、

道から、枝をすか

して、園内が見え

る様に改良しま

した。ぜひ、ご利

用ください。 


